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一般質問（6人の議員が町政の課題を問いました）
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発見！クイズたぶせ？

２０１９年（平成３１年） 1 月25日

140

▲携帯で簡単に議会の
　ホームページに
　アクセスできます

新春１月３日に成人式が西田布施公民館で挙行されました。本町の新成人は１４６名。
会場にはみんなの笑顔と、はたちの自覚があふれていました。

平成３１年　成人式



平成 31 年 1 月 25 日 たぶせ議会だより 第 140 号 本 会 議 （２）

　
平
成
30
年
12
月
定
例
会
は
12
月
10
日
か
ら
９
日
間
の
日
程
で
、
庁
舎
耐
震
工

事
の
た
め
町
商
工
会
館
（
サ
リ
ジ
ェ
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
定
例
会
で
は
、

補
正
予
算
４
件
、
条
例
５
件
、
人
事
１
件
合
計
10
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

な
お
初
日
の
本
会
議
で
は
、
６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
に
登
壇
し
ま
し
た
。

�１２月定例会

本会議（12 月 10 日）　

全小学校普通教室にエアコン設置
城南に町営住宅計画 所信表明城南に町営住宅計画 所信表明

一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
９
４
７
９
万
６
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
63
億
４

９
５
５
万
３
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
〈
主
な
歳
入
〉

国
庫
支
出
金

　
　

３
６
９
３
万
２
千
円
増

県
支
出
金

　
　

１
６
８
５
万
４
千
円
増

繰
入
金

　
　
　
　

３
１
５
０
万
円
増

　
〈
主
な
歳
出
〉

民
生
費

　
　

８
４
１
４
万
９
千
円
増

衛
生
費

　
　
　
　
　

５
１
４
万
円
増

教
育
費

　
　

１
３
３
１
万
６
千
円
増

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

30
年
度
補
正
予
算

町
長
提
出
議
案

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
７
８
万
２
千
円
を

追
加
し
、
予
算
総
額
20
億
２

０
９
１
万
２
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
　
　
　
　
　【
全
員
賛
成
】

下
水
道
事
業

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
６
７
１
万
６
千
円

を
減
額
し
、
予
算
総
額
８
億

８
７
０
４
万
３
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

介
護
保
険

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

そ
れ
ぞ
れ
２
０
２
３
万
１
千

円
を
減
額
し
、
予
算
総
額

17
億
２
２
７
８
万
５
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

全小学校普通教室にエアコン設置

所信表明をする 東  町長



たぶせ議会だより平成 31 年 1 月 25 日（３） 第 140 号新年あいさつ・本会議

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
11
月
東
町
政
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化

に
よ
る
影
響
で
た
い
へ
ん
厳
し

い
運
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

す
が
、
経
験
を
活
か
し
て
町
民

の
期
待
に
応
え
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
暮
れ
岸
元
首
相
に
関

す
る
外
交
文
書
が
公
開
さ
れ
、

そ
の
中
で
日
本
の
独
立
に
並
々

な
ら
ぬ
決
意
が
あ
っ
た
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
あ
ら

た
め
て
岸
元
首
相
の
人
物
像
に

感
心
さ
せ
ら
れ
た
出
来
事
で

し
た
。

　

今
年
は
平
成
か
ら
新
元
号

に
変
わ
り
ま
す
。
新
し
い
時
代

の
始
ま
り
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会

運
営
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

   

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
町
議
会
を
代

表
し
て
町
民
の
皆
様
に
謹
ん

で
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
一
年
を
振
り
返
る
と

夏
は
災
害
級
の
暑
さ
、
西
日

本
豪
雨
災
害
、
迷
走
台
風
21

号
、
北
海
道
で
の
大
地
震
、

さ
ら
に
周
防
大
島
町
で
は
大

型
貨
物
船
の
衝
突
に
よ
る
水

道
管
の
脱
落
で
長
期
断
水
し
、

生
活
の
不
便
さ
を
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　

人
は
失
っ
て
初
め
て
あ
り

が
た
さ
を
味
わ
う
も
の
で
す
。

　

近
代
化
が
生
む
「
あ
っ
て

当
た
り
前
」
そ
の
豊
か
さ
と

便
利
さ
に
ど
っ
ぷ
り
と
浸
か

る
こ
と
な
く
、
感
謝
を
忘
れ

ず
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
年
一
年
が
み
な

さ
ん
に
と
っ
て
幸
多
い
年
で

あ
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

副
議
長
　
畠
中
　
　
孝

新しい時代の始まり 新年のあいさつ
議
　
長
　
清
神
　
　
清

新年のあいさつ

川添 俊樹 氏

町
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

特
別
職
の
職
員
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
準
じ
、

田
布
施
町
議
会
議
員
の
本
年

12
月
期
の
期
末
手
当
の
支
給

率
を
改
訂
す
る
こ
と
に
伴
う

も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
賛
成
多
数
】

町
長
等
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

特
別
職
の
職
員
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
準
じ
、

町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長

の
本
年
12
月
期
の
期
末
手
当

の
支
給
率
を
改
訂
す
る
こ
と

に
伴
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
賛
成
多
数
】

右
の
提
案
理
由
に
よ
り

反
対
討
論

 　
　

  

松
田　

規
久
夫
議
員

　

特
別
職
や
議
員
に
は
選
挙

の
ハ
ー
ド
ル
越
え
が
あ
り
特

別
な
存
在
か
も
し
れ
な
い
が
、

住
民
と
の
間
に
認
識
の
ズ
レ

が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。
世
の

中
の
仕
組
と
整
合
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
。
60
歳
以
下
の
特

条
　
例

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

　

平
成
30
年
山
口
県
人
事
委

員
会
勧
告
に
基
づ
く
措
置
等

を
実
施
す
る
こ
と
に
伴
う
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

印
鑑
の
登
録
の
抹
消
事
由

に
、
後
見
開
始
の
審
判
を
受

け
た
と
き
を
追
加
す
る
と
と

も
に
、
必
要
な
条
文
整
理
を

行
い
、
印
鑑
登
録
事
務
の
適

正
化
を
図
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を

定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

副
町
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

前
副
町
長　

東　

浩
二
氏

の
町
長
就
任
に
伴
い
、
新
た

に
副
町
長
に
川
添　

俊
樹
氏

を
選
任
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

人
　
事

別
職
、議
員
、町
職
員
は
報
酬
、

給
与
の
減
額
の
必
要
は
な
く
、

人
事
院
勧
告
に
従
い
ア
ッ
プ

も
必
要
だ
ろ
う
。
現
在
、
再

雇
用
者
は
減
額
が
一
般
的
だ
。

報
酬
な
ど
の
決
定
権
の
あ
る

人
の
報
酬
が
、
世
の
中
の
仕

組
と
違
う
の
は
ど
う
考
え
れ

ば
良
い
の
か
。
高
齢
者
は
公

的
年
金
と
報
酬
の
二
重
取
得

者
で
も
あ
る
。
頑
張
り
に
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
素
も
必

要
な
の
で
、
愛
す
る
田
布
施
、

社
会
へ
の
恩
返
し
を
し
て
は

ど
う
か
、
と
考
え
る
。



田
布
施
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
【
賛
成
多
数
】

町
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
【
賛
成
多
数
】

田
布
施
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

　

人
事
院
の
勧
告
で
行
わ
れ

る
と
思
う
が
、
市
に
比
べ
る

と
、
町
の
ほ
う
が
低
い
。
視

察
に
行
く
と
だ
い
た
い
、
田

布
施
町
の
議
員
報
酬
は
低

い
。
予
算
が
厳
し
い
の
も
承

知
し
て
い
る
。
県
の
人
事
か

ら
指
示
が
あ
る
の
か
。

　

町
の
給
与
は
県
の
給
与
表

と
同
じ
も
の
で
７
級
ま
で
で

対
応
し
て
い
る
。
県
の
給
与

表
も
来
年
度
か
ら
国
の
人
事

院
に
移
行
と
い
う
の
を
聞
い

て
い
る
。
ま
た
そ
の
あ
た
り

は
３
月
議
会
で
上
程
予
定
。

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

化
し
て
い
る
の
だ
か
ら
全
体

を
よ
く
見
て
計
画
的
に
実
践

し
て
は
。

　

予
測
が
つ
く
も
の
に
関
し

て
は
事
前
に
行
う
予
定
に
は

し
て
い
る
。

ゆ
め
花
博

　

田
布
施
町
の
日
が
台
風
で

中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

何
か
影
響
は
あ
っ
た
か
。

　

中
止
後
も
必
要
経
費
の
支

払
い
を
県
が
認
め
、
予
算
内

で
対
応
で
き
た
。

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

一
般
会
計

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度　

　

小
学
校
６
年
ま
で
拡
充
す

る
医
療
費
無
料
化
、
所
得
判

定
は
ど
う
か
。
拡
充
は
ど
の

く
ら
い
の
期
間
か
。

　

所
得
要
件
は
父
母
合
算
で

所
得
割
額
13
万
６
７
０
０
円

以
下
。
拡
充
期
間
に
つ
い
て

は
現
段
階
で
は
、
期
限
な
く

続
け
て
い
く
予
定
。

道
路
新
設
改
良
費

　

立
木
建
物
補
償
減
額

１
２
０
０
万
円
減
の
理
由
を

詳
し
く
。

　

駅
南
地
区
を
優
先
し
、
国

費
を
充
当
し
た
。
そ
の
た
め
、

他
の
箇
所
の
事
業
を
中
止
し

た
た
め
減
額
と
な
っ
た
。

学
校
管
理
費

　

エ
ア
コ
ン
を
小
中
学
校
に

設
備
す
る
が
、
電
気
代
は
そ

れ
ぞ
れ
ど
れ
く
ら
い
か
。

　

見
込
み
で
中
学
校
５
６
１

万
円
。
小
学
校
は
６
４
９
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
８
月
分

の
電
気
代
は
中
学
校
で
約
１
．

５
倍
と
な
っ
て
い
る
。

社
会
教
育
費

　

発
掘
調
査
表
土
除
去
工
事

５
０
０
万
円
増
の
内
容
は
。

　

安
全
施
設
の
設
置
と
、
仮

土
置
場
の
防
護
壁
を
設
け

た
。
駐
車
場
整
備
、
試
掘
調

査
の
結
果
よ
り
も
、
土
量
が

増
え
た
た
め
工
事
費
が
増
額

し
た
。

施
設
の
修
繕

　

そ
の
都
度
行
う
こ
と
も
必

要
だ
が
、
町
の
施
設
は
老
朽

大
島
送
水
管
事
故

　

給
水
応
援
に
要
す
る
経
費

と
財
源
は
い
く
ら
か
。

　

歳
入
52
万
８
千
円
、
歳
出

49
万
７
千
円
、
差
額
は
公
用

車
の
燃
料
費
に
充
当
。

平成 31 年 1 月 25 日 たぶせ議会だより 第 140 号 委員会レポート （４）

補
正
予
算

Q

A

A

Q

A

　
総
務
文
教
委
員
会
を
12
月
14
日
に
開
き
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、

条
例
改
正
３
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

総務文教委員会（12 月14 日）

Q

Q

Q

Q

Q

Q

A

AA

A

A

大島大橋の修復工事

中学校のエアコン

中溝遺跡（宿井）発掘現場

老朽化した中央公民館

総務文教

条
　
例



大
島
送
水
管
事
故

　

今
回
の
事
故
で
の
経
費

は
、
予
算
的
に
は
ど
ち
ら
が

負
担
す
る
の
か
。

　

４
月
に
結
ん
だ
協
定
に
基

づ
き
今
回
は
、
周
防
大
島
町

が
負
担
す
る
。

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

特
別
会
計

国
民
健
康
保
険

　

療
養
給
付
費
、
高
額
療
養

費
の
補
正
が
な
い
が
足
り
る

の
か
。

　

予
算
内
で
収
ま
る
予
定
。

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

農
林
水
産
業
費
県
補
助
金

　

農
地
中
間
管
理
事
業
と

は
。

　

農
地
中
間
管
理
機
構
を
中

心
と
す
る
関
係
者
の
連
携
で

農
地
集
積
・
耕
作
放
棄
地
解

消
を
推
進
す
る
事
業
。

　

今
現
在
の
木
地
地
区
に
い

る
研
修
生
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

31
年
度
か
ら
農
事
組
合
法

人
葛
岡
瓜
迫
に
就
農
予
定
。

田
布
施
町
印
鑑
の
登
録
及
び

証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

田
布
施
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
事
業
所
の
人
員
等
は

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
の
か
。

　

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

たぶせ議会だより 第 140 号平成 31 年 1 月 25 日（５） 委員会レポート

　
経
済
厚
生
委
員
会
を
12
月
12
日
に
開
き
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を

予
備
審
査
、
特
別
会
計
補
正
予
算
３
件
、
条
例
２
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
（
予
備
審
査
）

住
宅
管
理
費

　

公
営
住
宅
麻
郷
団
地
整
備

工
事
状
況
に
つ
い
て

　

国
か
ら
の
補
助
が
減
額
さ

れ
た
た
め
、
建
物
の
長
寿
命

化
と
安
全
化
を
優
先
し
て
外

壁
と
、
手
す
り
工
事
だ
け
を

行
っ
た
。

A

A

道
路
新
設
改
良
費

　

豆
尾
踏
切
の
拡
幅
工
事
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

　

今
年
度
は
、
田
布
施
駅
か

ら
豆
尾
踏
切
ま
で
補
償
。

　

豆
尾
踏
切
か
ら
農
工
高
側

の
50
ｍ
を
来
年
度
以
降
事
業

を
行
う
予
定
。

Q

A

下
水
道
事
業

　

工
事
業
者
は
。

　

町
内
業
者
と
な
っ
て
い
る
。

　

団
地
開
発
等
、
開
発
行
為

に
関
し
て
は
、
団
地
造
成
業

者
に
お
願
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

介
護
保
険

　

保
険
料
額
が
高
す
ぎ
な
い

か
。

　

国
の
算
定
基
準
に
基
づ
い

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
【
全
員
賛
成
】

A

Q

Q

Q

QQ

Q Q

Q

AA

A

経済厚生委員会（12 月12 日）

豆 尾 踏 切

送水管が垂れ下がる大島大橋

宿 井 地 区 ほ 場 整 備

工事中の麻郷団地住宅

介 護 予 防 の 百 歳 体 操

条
　
例

経済厚生

　

総
務
・
経
済
と
も
に
「
視

察
研
修
レ
ポ
ー
ト
」
は

12
ペ
ー
ジ
に
詳
し
く
掲

載
し
て
い
ま
す
。

補
正
予
算

AA



平成 31 年 1 月 25 日 たぶせ議会だより 第 140 号 （６）

固定資産税

減額補正のない理由は  　
　　　　　　　　 松　田

次回の評価替えまでに   町　長

一 般 質 問

１２月定例会

６
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題
を
問
う

６
人
の
議
員
が
町
政
の
課
題
を
問
う
一般質問

一般質問は、町政
全般について、町
長など執行機関の
考え方や方針を問
いただすものです。
ここでは紙面の都
合上、質疑の中か
ら内容の一部要旨
を掲載しています。

一般質問

　

都
市
計
画
（
開
発
・
整
備
・

保
全
）
の
た
め
の
税
で
、
公

共
下
水
道
事
業
、
都
市
計
画

道
路
事
業
、
公
園
事
業
な
ど

を
推
進
し
、
住
み
よ
い
安
全

安
心
な
町
づ
く
り
を
目
指
す

の
が
目
的
。
一
般
財
源
ベ
ー

ス
で
３
億
６
千
万
円
程
度
。

税
収
は
約
９
千
万
円
の
充
当

率
25
％
で
あ
り
、
税
率
０
．

３
％
は
維
持
し
た
い
。

A

Ｑ
昭
和
37
年
か
ら
未
来
の
市

街
化
を
展
望
し
、
任
意
税
を

導
入
し
て
い
る
。
昭
和
の
発

展
期
か
ら
平
成
の
安
定
期

（
停
滞
期
）、
今
後
は
少
子
高

齢
化
に
伴
い
衰
退
期
と
な

る
。
町
の
立
場
は
固
定
資
産

税
で
は
田
舎
、
都
市
計
画
税

で
は
市
街
化
を
目
指
す
と
ダ

ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
二
重

基
準
）
で
相
反
し
根
拠
な
し
。

Q

Ｑ
土
地
の
評
価
方
法
で
、
土

地
の
不
整
形
、
間
口
狭
小
、

奥
行
き
長
大
の
補
正
を
し
な

い
理
由
は
。
申
請
す
れ
ば
自

分
の
所
有
し
て
い
る
土
地
が

減
額
の
可
能
性
が
あ
る
な

ど
、
多
く
の
人
は
知
ら
な
い
。

住
民
は
行
政
を
信
頼
し
て
い

る
。
税
は
公
平
・
公
正
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
検
討
中

の
処
置
が
長
す
ぎ
で
は
。

　
人
口
減
に
よ
る
自
主
財
源

の
減
少
と
高
齢
化
に
よ
る
社

会
保
障
費
の
増
大
が
見
込
ま

れ
る
。
新
町
長
は
ど
の
よ
う

に
田
布
施
丸
の
舵
取
り
を
し

て
い
く
の
か
。
ま
た
、
職
員

Q

Q

　
総
務
大
臣
が
作
成
す
る
固

定
資
産
評
価
基
準
を
基
に
、

本
町
の
土
地
状
況
を
考
慮
し

た
田
布
施
町
土
地
評
価
基
準

を
３
年
に
１
回
の
評
価
替
え

ご
と
に
作
成
。
次
回
の
評
価

替
え
に
向
け
、
公
益
財
団
法

人
山
口
県
不
動
産
鑑
定
士
協

会
の
３
名
の
不
動
産
鑑
定
士

の
意
見
を
踏
ま
え
、
協
議
し

対
処
す
る
。

　
日
本
が
抱
え
る
全
国
共
通

の
課
題
。
国
が
進
め
る
全
世

代
型
の
社
会
保
障
制
度
改
革

と
足
並
み
を
揃
え
て
社
会
保

障
施
策
に
取
り
組
む
。
財
政

健
全
化
の
流
れ
を
後
退
さ
せ

ず
、
財
政
運
営
を
行
う
。
労

働
力
の
絶
対
的
不
足
が
前
提

と
な
る
社
会
を
想
定
し
、
持

続
的
か
つ
安
定
的
に
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指
す
。

A

A

税
の
維
持
は
妥
当   
東
　
町 

長

都
市
計
画
税

徴
収
の
根
拠
が
な
い
の

で
は        
　
　  

松
田
　
規
久
夫

日
本
が
抱
え
る
課
題   

町  

長

財
政
健
全
化
と
職
員
数

職
員
数
の
半
減
は
可
能
か  

　 

　
　
　
　
　
　
　
　
松  

田

松田　規久夫　議員

固定資産税と都市計画税は、毎年１月１日（賦課期日）
の所有者に課せられる。
固定資産税の課税標準…固定資産課税台帳に登録さ
れている固定資産税評価額
固定資産税…課税標準額×１．４％（標準税率）
都市計画税…課税標準額×０．３％（税率の上限）

数
に
つ
い
て
、
総
務
省
は

２
０
４
０
年
構
想
研
究
会
の

報
告
を
受
け
、
地
方
職
員
の

半
減
を
検
討
し
て
い
る
。
田

布
施
町
は
実
現
可
能
か
。

役場職員の窓口対応



たぶせ議会だより 第 140 号平成 31 年 1 月 25 日（７） 一 般 質 問

医
療
費
無
償
化
の
拡
大
を        

　
　
　 
　
　
　
　
　
瀨
石
　
公
夫

隣
接
河
川
道
路
の
舗
装
を       

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

瀨
　
石

子
ど
も
・
子
育
て

ふ
る
さ
と
詩
情
公
園

実
施
に
向
け
準
備
中

　
　
　
　
　
　
　  
　   

東
　
町 

長       

護
岸
工
事
終
了
後
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　  

　   

　

町
　
長    

　
町
長
は
、
出
馬
表
明
で
子

育
て
に
優
し
い
町
に
取
り
組

み
た
い
。
医
療
費
無
償
化
を

小
学
校
６
年
ま
で
拡
大
す
る
。

今
後
、
中
学
校
、
高
校
も
対

象
と
す
る
か
検
討
し
た
い
と

決
意
さ
れ
て
い
た
。
医
療
費

無
償
化
は
、
私
を
含
め
て
一

般
質
問
で
度
々
取
り
上
げ
ら

れ
て
き
た
。
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

Q

　

私
は
、
公
約
の
一
つ
と
し

て
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
の

年
齢
拡
充
を
掲
げ
て
き
た
。

　

来
年
度
４
月
か
ら
、
対
象

を
小
学
校
６
年
修
了
ま
で
引

き
上
げ
る
た
め
の
準
備
を
進

め
て
い
る
。
今
後
も
他
の
子

育
て
施
策
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
な
が
ら
、
対
象
年
齢
の

拡
充
等
、
制
度
の
充
実
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

A

　
ふ
る
さ
と
詩
情
公
園
前
の

田
布
施
川
河
川
敷
道
路
は
、

通
勤
や
買
物
と
し
て
、
ま
た

町
民
の
散
歩
道
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
が
、
長
年
未
舗

装
で
あ
る
。
雨
天
時
に
は
水

た
ま
り
が
で
き
泥
沼
化
し
、

晴
天
時
に
は
埃
が
舞
い
利
用

者
は
困
っ
て
い
る
。
舗
装
を

行
い
詩
情
公
園
と
一
体
的
な

環
境
整
備
を
さ
れ
て
は
。

Q

　

以
前
か
ら
こ
の
舗
装
要
望

は
聞
い
て
い
る
。
現
在
、
護

岸
工
事
を
施
工
中
で
今
年
度

役
場
の
対
岸
側
、
31
年
度
に

役
場
側
、
32
年
度
以
降
に
水

道
企
業
団
よ
り
上
流
の
護
岸

工
事
と
な
る
。
舗
装
工
事
を

行
う
と
し
て
も
、
工
事
終
了

後
に
な
る
。
可
能
な
限
り
、

道
路
補
修
を
行
う
と
と
も
に
、

工
事
が
概
ね
終
る
頃
に
検
討
。

A

　
医
療
費
は
、
こ
こ
数
年
は

低
い
数
字
で
推
移
し
て
お
り
、

29
年
度
国
保
の
繰
越
金
は

１
億
１
８
０
０
万
円
。
基
金

は
１
億
３
０
０
０
万
円
と
多

額
で
あ
る
。
①
来
年
度
の
保

険
税
額
は
ど
う
な
る
か
。
②

国
は
公
費
投
入
は
「
自
治
体

で
判
断
い
た
だ
く
」
と
し
て

い
る
。
一
般
会
計
繰
入
で
保

険
税
を
下
げ
て
は
。

Q
　

今
年
度
の
国
保
会
計
は
収

支
不
足
が
生
じ
る
見
込
で
あ

る
が
、
繰
越
金
で
補
う
予
定

で
あ
る
。
来
年
度
の
保
険
税

の
ア
ッ
プ
は
抑
え
た
い
と
考

え
て
い
る
。
基
金
を
活
用
し

現
行
の
税
率
に
据
え
置
き
た

い
。
一
般
会
計
の
繰
入
に
よ

る
保
険
税
の
引
き
下
げ
は
、

県
に
よ
る
指
導
・
助
言
の
対

象
と
な
る
た
め
困
難
。

A

たぶせちびっこまつり（西田布施公民館）

未舗装のふるさと詩情公園前の道路

瀨石　公夫　議員

据え置きたい　       町　長

国民健康保険

来年度の保険税額は
　　　　　　　　        瀨　石



平成 31 年 1 月 25 日 たぶせ議会だより 第 140 号 （８）一 般 質 問

　
11
月
14
日
、
長
信
町
長
は

退
任
、
翌
日
か
ら
東
新
町
長

の
町
政
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

副
町
長
時
代
か
ら
前
町
長
と

は
、
二
人
三
脚
で
頑
張
っ
て

こ
ら
れ
た
の
で
、
お
互
い
の

気
持
ち
は
通
じ
合
っ
て
お
ら

れ
た
と
思
う
。
そ
こ
で
、
こ

れ
は
ぜ
ひ
と
、
引
継
ぎ
で
頼

ま
れ
た
こ
と
な
ど
あ
れ
ば
お

聞
か
せ
願
う
。

Q

　

長
信
町
長
時
代
に
副
町
長

と
し
て
、
全
般
的
な
事
務
に

携
わ
っ
て
き
た
の
で
、
ほ
と
ん

ど
の
流
れ
や
懸
案
事
項
等
は

理
解
し
て
い
る
。
引
継
書
に

基
づ
い
て
行
う
が
そ
れ
以
外

で
、「
新
た
に
こ
う
し
た
こ
と

に
取
り
組
ん
で
欲
し
い
」
と
か

「
こ
れ
は
是
非
に
」
と
い
っ
た

よ
う
な
話
は
、
特
に
は
な
い
。

A

　
こ
の
夏
の
異
常
な
猛
暑
に

よ
り
、
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
関
し
て
、
国
の
補
助
案

が
決
定
し
た
。
本
町
も
リ
ー

ス
案
で
小
学
校
に
設
置
予
定

と
の
こ
と
だ
。
し
か
し
、
全

国
一
斉
整
備
が
始
ま
れ
ば
、

材
料
不
足
な
ど
が
起
こ
る
と

思
う
。
夏
が
来
る
ま
で
に
、

４
校
全
て
に
設
置
完
了
す
る

こ
と
は
で
き
る
の
か
。

Q

　

本
町
は
「
交
付
金
事
業
に

よ
る
設
置
」
と
「
リ
ー
ス
に

よ
る
設
置
」
を
比
較
検
討
し

た
結
果
、
リ
ー
ス
の
ほ
う
が

有
利
と
判
断
し
、
事
務
手
続

き
中
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
１
月
に
リ
ー
ス
業
者

を
決
定
で
き
れ
ば
、
２
月
か

ら
工
事
着
工
し
て
、
６
月
末

に
は
完
成
し
、
７
月
か
ら
使

用
可
能
と
な
る
予
定
。

A

小学校のエアコン設置

６月末完成予定    町　長

夏までに間に合うか　　
　　　　　　　     河　内

頼
ま
れ
た
こ
と
な
ど
な
い
か

　
　
　
　
　      

河
内
　
賀
寿

長
信
前
町
長
か
ら
の
引
継
ぎ

引
継
書
に
基
づ
い
て
行
う                     

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

東
　
町 

長    

河内　賀寿　議員

中学校のエアコン

引継ぎをする新旧町長



たぶせ議会だより 第 140 号平成 31 年 1 月 25 日（９）一 般 質 問

　ネオニコチノイド系農薬とは
　タバコに含まれるニコチンに似た

物質を主要成分とする農薬の総称。
１９９０年代に登場し、殺虫剤などの
用途で使われている。神経伝達物質ア
セチルコリンの受容体に結合し、神経
細胞を興奮させ続けて昆虫を死に至ら
せる。成分が根や葉などから吸収され、
作物全体に行き渡る浸透性に優れ、少
量で高い効果が長期間続くことなどか
ら普及した。生態系への影響、子ども
の脳の発達に悪影響を及ぼす可能性を
指摘する専門家もいる。

上峰町のＩＣＴシステム
フィリピンとオンラインで英会話を学習する

文部科学省 HP データ集より
支援児童は右肩あがりである

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た

授
業
の
在
り
方
等
、
現
在
、

小
・
中
学
校
の
情
報
教
育
担

当
者
の
意
見
等
も
聴
取
し
な

が
ら
、
整
備
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。

　

Ａ
Ｌ
Ｔ
を
活
用
し
た
授
業

と
は
異
な
っ
た
手
法
で
あ

り
、
費
用
等
を
含
め
て
検
討

の
余
地
が
あ
る
と
考
え
、
大

い
に
参
考
に
し
た
い
。

A

西本　篤史　議員

指導、啓発に努めている    東  町 長

　
佐
賀
県
上
峰
町
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
英
語
教
育
を
視

察
し
た
。
授
業
は
45
分
で
担

任
、
講
師
の
説
明
の
後
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
と
オ
ン
ラ
イ
ン
英

会
話
を
15
分
行
う
。
学
習
に

意
欲
が
出
て
、
他
の
科
目
の

成
績
も
県
の
平
均
以
上
と
な

っ
た
。
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
を

使
え
ば
可
能
で
あ
る
。
導
入

し
て
は
ど
う
か
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て
は  

　

　
　
　
　
　
　
　
　 

西
本
　
篤
史

英
語
教
育

大
い
に
参
考
に
す
る   

尾
﨑
教
育
長

対 策 は 万 全 か   西　本

　
快
適
環
境
づ
く
り
連
絡
協

議
会
で
、
農
薬
「
ネ
オ
ニ
コ

チ
ノ
イ
ド
系
」
影
響
が
報
告

さ
れ
た
。
こ
の
農
薬
は
農
地

だ
け
で
な
く
殺
虫
剤
な
ど
家

庭
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
。

人
体
へ
の
悪
影
響
も
指
摘
さ

れ
、
子
ど
も
の
発
達
障
害
の

増
加
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

町
も
農
薬
の
危
険
性
の
啓
発

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

Q

A　
農
薬
の
危
険
性
に
つ
い
て
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
配
布
し
て

生
産
者
へ
の
農
薬
を
使
用
す

る
際
の
注
意
喚
起
を
行
っ
て

い
る
。
安
心
・
安
全
な
農
作

物
の
生
産
や
化
学
物
質
に
よ

る
健
康
被
害
な
ど
に
対
す
る

関
心
が
高
ま
り
、
農
薬
の
適

正
使
用
及
び
飛
散
防
止
対
策
。

農
薬
の
適
正
使
用
の
指
導
・

啓
発
に
努
め
て
い
る
。

Q

環境問題



平成 31 年 1 月 25 日 たぶせ議会だより 第 140 号 （１０）一 般 質 問

　
平
成
27
年
10
月
田
布
施
町

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合

戦
略
に
は
河
川
公
園
で
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
・
実

施
等
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が

実
施
・
企
画
・
主
催
は
ど
こ

が
行
う
の
か
。
ま
た
光
市
の

冠
山
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
野
外
イ
ベ
ン
ト
用

の
野
外
ス
テ
ー
ジ
の
設
置
を

検
討
し
な
い
の
か
。

Q

　

河
川
公
園
に
お
い
て
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
・
実
施

等
に
つ
い
て
は
行
政
主
導
で

は
な
く
民
間
主
導
で
行
う
。

実
施
時
期
、
内
容
は
未
定
。

現
在
、
近
隣
公
園
で
開
催
さ

れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
の
ス
テ
ー

ジ
使
用
は
、
さ
く
ら
祭
り
の

み
と
想
定
し
て
お
り
、
野
外

ス
テ
ー
ジ
の
設
置
は
考
え
て

い
な
い
。

A

さくらまつり会場の田布施近隣公園

観光パンフレット

具
体
的
内
容
は 

　
竹
谷
　
和
彦

民
間
主
導
で
行
う  

　
　 

東
　
町 

長    

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

竹谷　和彦　議員

　
平
成
29
年
度
決
算
の
需
用

費
一
般
会
計
１
億
４
４
４
０

万
円
、
特
別
会
計
１
億
９
２

３
万
円
で
委
託
料
は
一
般
会

計
５
億
９
３
２
６
万
円
、
特

別
会
計
１
億
１
７
１
０
万
円

だ
っ
た
が
今
後
い
か
に
経
費

削
減
に
取
り
組
む
の
か
。
ま

た
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成

は
近
隣
市
町
よ
り
高
額
だ
が

適
正
価
格
だ
っ
た
の
か
。

Q

　

電
気
に
つ
い
て
は
中
国
電

力
と
長
期
契
約
を
行
う
こ
と

に
よ
り
電
気
代
の
コ
ス
ト
削

減
に
努
め
て
い
る
。
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
「
地
方
創
生
戦

略
」
策
定
時
に
選
定
し
た
業

者
に
委
託
し
て
作
成
し
た
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容
や
価

格
等
に
つ
い
て
も
適
当
だ
と

考
え
て
い
る
。

A

需用費等経費

取り組んでいく    町　長

経 費 削 減 は   　　
　　　　　　　     竹　谷



たぶせ議会だより 第 140 号平成 31 年 1 月 25 日（１１）一 般 質 問

Ｑ . のんびらんど・うましまの施設の今後の改修や運営
は

Ａ . 修繕や備品の更新、今後の運営は指定管理者と協議
し、通年営業ができるような体制づくりを検討

Ｑ . 耐震性のない旧麻里府小の校舎は
Ａ . 校舎内には 「立ち入り禁止」の表示をし、今後は、

連合自治会等と協議
Ｑ . 複合施設としても機能する公民館の移転の準備は
Ａ . 中央公民館の問題を解決し、次に麻里府公民館の移

転等の検討
Ｑ . 堤防建設の進む漁港と国道を結ぶ広い道路の建設は
Ａ . 本事業には道路建設の事業メニューがないので、本

事業での実施は困難
Ｑ . 国道の戎ヶ下へ抜ける歩道の拡張は
Ａ . 次期計画の検討に入れていただけるよう働きかけ
Ｑ . 麻里府地区に移住者の受け皿づくりの拠点化は
Ａ . 空き家バンク制度を活用し、物件として登録して移

住者の受け皿に
Ｑ . 買物バスと通学バスを併用しての有効活用や利用料

金の値下げ、移送サービスは
Ａ . ＪＲや防長交通と協議しながら、外出困難な高齢者

などの外出手段としてどのような施策が実施できる
のか、実施主体である町社会福祉協議会と検討

　
人
が
循
環
す
る
要
に
な
る

麻
里
府
小
学
校
の
廃
校
に
伴

う
地
区
の
振
興
は
、
予
算
措

置
や
執
行
が
で
き
な
い
地
区

に
委
ね
る
も
の
で
は
な
く
、

町
が
将
来
像
を
示
す
べ
き
で

あ
る
。

　

20
年
先
を
見
通
し
た
麻
里

府
地
区
の
将
来
像
を
７
点
に

渡
っ
て
質
問
し
た
い
。

　
ス
マ
ホ
が
学
力
を
破
壊
す

る
と
警
鐘
乱
打
さ
れ
て
い
る

①
家
庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
は

で
き
て
い
る
か
②
ノ
ー
メ
デ

ィ
ア
・
ウ
ィ
ー
ク
の
実
態
と

保
護
者
の
反
応
は
③
情
報
モ

ラ
ル
教
育
は
継
続
的
に
行
わ

れ
、
そ
の
効
果
は
④
コ
ミ
ス

ク
の
中
で
地
域
・
保
護
者
一

体
と
な
っ
た
ス
マ
ホ
の
弊
害

の
取
組
は
。

Q

Q

A

A

　
県
が
進
め
て
い
る
「
元
気

生
活
圏
づ
く
り
」
に
将
来
着

手
し
、
地
域
が
取
り
組
む
こ

と
、
行
政
と
一
緒
に
取
り
組

む
こ
と
、
行
政
が
取
り
組
む

こ
と
等
、
地
域
で
生
活
す
る

住
民
自
身
に
よ
る
手
づ
く
り

の
「
地
域
の
将
来
計
画
」
を

策
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

①
小
６
で
77
・
５
％
、
中

３
で
、
62
％
、
ル
ー
ル
を
決

め
て
い
る
子
ど
も
の
学
力
は

高
い
傾
向
②
中
学
校
の
定
期

テ
ス
ト
期
間
に
合
わ
せ
て
実

施
し
、
保
護
者
も
肯
定
的
③

今
は
専
門
家
を
招
聘
し
て
直

接
指
導
に
移
行
④
Ｐ
Ｔ
Ａ
や

学
校
運
営
協
議
会
等
の
力
を

借
り
な
が
ら
今
後
町
民
全
体

へ
の
啓
発
を
し
て
い
く
。

麻
里
府
地
区
の
将
来
像
は

　
　
　
　
　
　
　
　
國
本
　
悦
郎

地
域
振
興

「
元
気
生
活
圏
づ
く
り
」
に
着
手
す
る

　   

　
　
　
　
　
　
　
東
　
町 

長

國本　悦郎　議員

小中ともに８割に達していない 尾﨑教育長　

スマホと学力

スマホ使用のルール
作りは　　　　   國　本

麻里府地区の将来像



一 般 質 問平成 31 年 1 月 25 日 たぶせ議会だより 第 140 号 視察研修レポート （１２）

飯 南 町 で 研 修

上峰町で ICT を体験

11 月６・７日に島根県飯南町、
鳥取県日南町へ視察研修に行きました。

10月 30・31 日に熊本県宇城市、
佐賀県上峰町へ視察に行きました。視

察
研
修
レ
ポ
ー
ト

経済厚生 総務文教経済厚生 総務文教

　移住者が多く、「住みたい田舎」ベストランキン
グで、中国地方にて「若者世代」「子育て世代」「シ
ニア世代」の３部門で第１位である島根県飯南町
へ、「移住促進」を研修テーマに視察しました。
　平成 29 年度に定住施策を通じて移住した人は
54 人で、町の人口の１％以上というから驚きです。
　40 人前後で推移していた移住者がこれほどの移
住者数になったのは、移住を促進する支援制度と
町の職員が親身に対応する体制、それに地域環境
が多くの人に評価されたと胸を張って説明されま
した。
　特に、田布施町にない施策としては、「農林業定
住研修制度」と「定住促進住宅」の建設で、多く
の移住者がその恩恵に浴しているようでした。
　定住推進の体制では、地域振興課内に「定住支
援センター」と「人材確保支援センター」専属で、
４名の職員を配置し、その中にＩターン者を充てて
いるのは画期的でした。
　町内の 90％近くを森林が占めると言われる鳥取
県日南町へは、「農林業研修制度」を研修テーマに
視察しました。
　日南町の農林業研修制度は、月々の研修手当を
受けながら、２年間の研修期間を経て、３年目に
は就農という流れになっています。
　独立就農等を支援する制度が充実しており、平
成 21 年からの事業実績では、53 名の採用した研
修生の定住率は、農業で６割を超えているが、林
業では５割を切っています。
　両町とも、移住を促進する支援制度が充実して
おり、アイディアを駆使しながら意欲のある若い
人を惹きつけているように感じました。

　平成 30 年 10 月 30 日に熊本県宇城市にて地方公
会計の活用について研修しました。宇城市は平成
17 年に 5 町が合併し人口５９０００人、一般会計
当初予算３６３億円です。徹底した費用の削減や
バランスシート＝貸借対象表を作成して、財政実
態を明確にして市政を展開してきました。電力の
入札で九電から関電にして年間３０００万円削減
や、日々仕訳や新会計システム導入により財政の
立て直しをしました。
　佐賀県上峰町ではＩＣＴを活用した英語教育
について研修しました。町長は 39 歳と若く、活
力のある町でした。ふるさと納税も 17 年度 66
億円あったそうです。ＩＣＴ（Information and 
Communication Technology）「情報通信技術」を
活用した英語教育は、平成 27 年から５，６年生を
対象に行っています。ＡＬＴ（外国語指導助手）
との授業の会話は 1 人１分程度ですが、ＩＣＴは
マンツーマンの会話で 1 人 15 分の発話量が確保
出来たそうです。授業は 45 分で担任、講師の説明
の後、フィリピンとのオンライン英会話を 15 分行
います。（今年度よりＡＬＴは参加しない）児童は
すぐ慣れ親しんで外国人と会話を楽しむそうです。
また、学習に意欲が出て、他の科目の成績も県の
平均以上となったそうです。初期費用、委託料も
掛かりますが、効果は上々であったそうです。



たぶせ議会だより 第 140 号平成 31 年 1 月 25 日（１３） 研 修 報 告

熊
毛
郡
議
会
広
報
連
絡
協
議
会

研
修
会

熊
毛
郡
町
議
会
議
員
合
同
研
修

大
会

県
内
町
議
会
広
報
研
修
会

　

平
成
30
年
10
月
22
日
に
熊

毛
郡
議
会
広
報
の
研
修
会
が

平
生
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
者
は
田
布
施
町
、
平

生
町
、
上
関
町
の
広
報
委
員

　

11
月
８
日
（
木
）
に
上
関

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
熊

毛
郡
町
議
会
議
員
合
同
研
修

大
会
が
行
わ
れ
、
田
布
施
町

議
会
か
ら
は
全
員
（
13
人
）

が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
内

容
は
「
山
口
県
の
救
急
医
療
・

周
産
期
医
療
体
制
に
つ
い
て
」

で
、
講
師
は
山
口
県
健
康
福

　

平
成
30
年
11
月
16
日
に
和

木
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

で
山
口
県
町
議
会
議
長
会
主

催
の
町
議
会
広
報
研
修
会
が

行
わ
れ
、田
布
施
町
、和
木
町
、

平
生
町
、
上
関
町
の
広
報
委

員
36
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

分
科
会
（
情
報
交
換
会
）
で

は
連
載
記
事
を
設
け
て
い
る

熊
毛
郡
議
会
広
報
連
絡
協
議
会

研
修
会

熊
毛
郡
町
議
会
議
員
合
同
研
修

大
会

県
内
町
議
会
広
報
研
修
会

で
す
。
今
回
は
「
議
会
広
報

の
編
集
に
つ
い
て
」の
研
修
で
、

編
集
作
業
の
手
順
や
、
印
刷

製
本
費
の
軽
減
な
ど
を
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

祉
部
医
療
政
策
課　

主
幹
：

嶋
田
栄
一
郎
氏
と
松
本
哲
也

氏
が
さ
れ
ま
し
た
。
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
他
県
と
の
広
域
化
や
妊

産
婦
、
新
生
児
の
医
療
提
供

な
ど
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
問
で
は
田
布
施
町
議
員

よ
り
救
急
車
の
広
域
化
を
し

て
ほ
し
い
な
ど
あ
り
ま
し
た
。

か
、
住
民
の
声
を
議
会
だ
よ

り
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
、
若

者
世
代
に
読
ん
で
も
ら
え
る

工
夫
は
し
て
い
る
か
、
な
ど
意

見
が
出
ま
し
た
。

　

田
布
施
町
で
は
今
年
か
ら

ク
イ
ズ
を
始
め
た
こ
と
で
他
町

よ
り
質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

平生町役場（10 月 22 日）

上関町総合文化センター（11 月８日）

和木町コミュニティーセンター（11 月 16 日）



平成 31 年 1 月 25 日 たぶせ議会だより 第 140 号 （１４）読者の感想

ク
イ
ズ
！
ぎ
か
い
だ
よ
り

叶　
　

宏
子

　

世
の
中
に
は
知
っ
て
い
る

よ
う
で
知
ら
な
い
こ
と
、
分

か
っ
て
い
る
よ
う
で
分
か
ら

な
い
こ
と
が
、
た
く
さ
ん
あ

る
も
の
で
す
。
議
会
だ
よ
り

の
新
コ
ー
ナ
ー
「
発
見
！
ク

イ
ズ
た
ぶ
せ
？
」
を
読
み
、

答
え
が
分
か
っ
た
時
は
、
童

心
に
か
え
っ
た
よ
う
で
早
速

応
募
し
、
そ
の
場
に
行
っ
て

確
か
め
て
き
ま
し
た
。
わ
か

る
喜
び
は
大
人
も
子
供
も
一

緒
で
す
。
何
人
の
方
が
応
募

さ
れ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

　

１
３
９
号
も
、
決
算
概
要

が
グ
ラ
フ
化
さ
れ
た
り
、
一

般
質
問
に
関
連
し
て
デ
ー
タ

や
写
真
が
掲
載
さ
れ
た
り
し

て
、
編
集
に
携
わ
る
方
々
の

日
夜
の
努
力
が
手
に
取
る
よ

う
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
発
見
！
ク
イ
ズ

た
ぶ
せ
？
」
に
地
元
の
名
所

旧
跡
の
問
い
も
良
い
の
で
す

が
、
議
会
だ
よ
り
を
隈く
ま

無
く

読
め
ば
答
え
が
分
か
る
問
い

を
時
に
入
れ
て
み
る
の
も
ど

う
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
お

の
ず
と
し
て
町
行
政
に
つ
い

て
の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
の

一
助
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

１
３
９
号
を
読
ん
で

　

表
紙
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
子

供
た
ち
の
笑
顔
に
心
が
和

み
、
ま
だ
ま
だ
田
布
施
に
も

若
い
世
代
が
い
る
こ
と
に
安

心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
夕
方
暗

く
な
る
ま
で
部
活
を
す
る
中

学
生
、
元
気
に
挨
拶
を
し
て

く
れ
る
小
学
生
た
ち
も
、
い

つ
か
は
こ
の
町
を
巣
立
っ
て

い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

わ
が
町
も
、
高
齢
者
の
割

合
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
必
要
と
さ
れ
る
介
護

職
員
が
確
保
で
き
る
の
か
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

新
聞
で
は
外
国
人
の
人
材

派
遣
な
ど
の
話
題
が
紙
面
を

に
ぎ
わ
せ
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
現
実
的
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
介
護
予
防
に
力
を
入

れ
る
と
の
回
答
で
し
た
が
、

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
情

報
交
換
や
安
否
確
認
、
時
に

は
助
け
合
う
こ
と
が
で
き
る

よ
う
な
集
い
の
場
が
、
町
の

あ
ち
こ
ち
に
で
き
た
ら
、
も

し
か
し
た
ら
独
居
で
不
安
を

抱
え
て
い
る
方
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
町
に
な
れ
る
か
も

と
、
ふ
と
思
い
ま
し
た
。

楽
し
み
が
一
つ
増
え
た

土
谷　

伊
津
美

　

表
紙
に
毎
号
、
子
供
達
や

若
者
の
写
真
を
使
わ
れ
て
い

る
の
で
、
議
会
だ
よ
り
を
親

し
み
や
す
く
し
て
い
ま
す
。

　

元
気
な
子
供
た
ち
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
、
今
の
田
布
施
を

活
気
づ
け
明
る
い
未
来
に
つ

な
が
っ
て
い
く
気
が
し
ま
す
。

　

９
月
の
定
例
会
は
29
年
度

決
算
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
歳
入
歳
出
、
数

年
前
か
ら
の
推
移
な
ど
を
グ

ラ
フ
に
表
さ
れ
て
お
り
、
数

字
に
弱
い
私
に
も
わ
か
り
易

く
理
解
で
き
ま
し
た
。
主
な

質
疑
の
Ｑ
＆
Ａ
も
関
連
写
真

な
ど
を
載
せ
て
あ
り
、
簡
潔

で
わ
か
り
易
く
ま
と
め
て
あ

り
ま
す
。

　

毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
る

の
は
、
議
員
リ
レ
ー
随
筆
で

す
。
議
員
の
方
が
一
般
質
問

で
発
言
さ
れ
る
内
容
の
他

に
、
日
常
の
生
活
や
趣
味
な

ど
を
通
し
て
、
普
段
の
人
柄

が
見
え
て
く
る
の
が
興
味
深

い
で
す
。
ま
た
、
楽
し
み
が

一
つ
増
え
た
の
は
、
発
見
！

ク
イ
ズ
た
ぶ
せ
？
で
す
。
数

字
と
活
字
に
疲
れ
た
目
に
、

ホ
ン
ト
、
ち
ょ
っ
と
一
息
で

す
ね
。

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
で

高
橋　

正
和

　

日
頃
、
現
職
に
追
わ
れ
て

町
政
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

は
あ
ま
り
な
か
っ
た
が
、「
た

ぶ
せ
議
会
だ
よ
り
」
を
読
み

我
が
田
布
施
の
町
政
が
ど
う

な
っ
て
い
る
か
？
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

　

第
１
３
９
号
の
９
月
定
例

会
の
一
般
質
問
に
お
い
て
、
迅

速
な
情
報
伝
達
に
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
」

を
と
あ
る
が
、
７
月
の
大
豪

雨
の
時
、
町
の
警
戒
避
難
放

送
が
全
く
聞
こ
え
な
か
っ
た

こ
と
を
思
い
出
し
た
。
色
々

な
メ
デ
ィ
ア
で
伝
達
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
っ
た
。
温
暖

化
が
進
む
中
、
近
年
の
豪
雨
、

台
風
や
各
地
で
多
発
し
て
い

る
地
震
も
他
人
事
で
は
な
い
。

　

ま
た
団
塊
の
世
代
が
75
歳

以
上
に
な
る
２
０
２
５
年
問

題
は
団
塊
の
少
し
後
の
世
代

の
私
に
と
っ
て
も
考
え
さ
せ

ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。
健
康

管
理
に
努
め
介
護
を
必
要
と

し
な
い
自
立
老
人
を
目
指
さ

な
け
れ
ば
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
た
。

　

長
信
町
政
の
総
括
答
弁
を

読
み
、
改
め
て
長
年
町
政
の

た
め
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に

深
く
感
謝
し
ま
す
。

高
齢
化
社
会
と
防
災中坪　

哲
治

　
「
９
月
定
例
会
一
般
質
問
」

の
欄
で
、
６
人
の
議
員
の
皆

様
の
町
政
へ
の
意
気
込
み
を

毎
回
心
強
く
拝
読
し
て
お
り

ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
自
然
災
害
に

よ
る
甚
大
被
害
防
止
へ
の
課

題
や
高
齢
化
社
会
へ
の
課
題

に
つ
い
て
の
質
疑
を
興
味
深

く
読
み
ま
し
た
。

　

昨
年
発
生
し
た
災
害
、
被

害
の
な
か
で
、
北
海
道
胆
振

地
震
の
大
停
電
や
長
期
断

水
、
周
防
大
島
町
の
全
島
長

期
断
水
被
害
な
ど
の
報
道
か

ら
、
電
気
と
飲
料
水
・
生
活

用
水
欠
如
の
複
合
被
害
へ
の

対
応
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

「
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
」
の

発
生
は
無
視
で
き
な
い
状
況

下
に
あ
り
、
重
大
複
合
被
害

発
生
を
前
提
と
し
た
対
応
策

の
構
築
も
検
討
す
べ
き
課
題

の
一
つ
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
社
会
の
中
で
は
、

近
隣
と
の
人
間
関
係
を
大
切

に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り

に
よ
り
、
人
命
救
助
を
第
一

に
避
難
支
援
、
被
災
後
の
支

援
策
等
の
構
築
実
現
に
向
け

協
力
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

139号を読んでの感想です

◆
お
礼
◆

　
議
会
広
報
広
聴
モ
ニ
タ
ー

の
皆
様
に
は
ご
多
忙
な
中

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
号

貴
重
な
ご
意
見
や
ご
感
想

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

國
廣　

悦
子
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大
島
大
橋
へ
の
貨
物

船
衝
突
事
故
に
よ
り
水

道
管
が
破
断
し
周
防
大

島
町
が
四
十
日
に
渡
る

長
期
断
水
に
み
ま
わ
れ

た
。
町
民
の
方
々
の
ご

苦
労
や
ご
心
痛
は
大
変

な
も
の
だ
っ
た
ろ
う
と

思
う
。

　

一
方
我
が
身
を
振
り

返
り
蛇
口
を
開
け
れ
ば

水
が
出
る
の
は
当
た
り

前
、
つ
い
必
要
以
上
の

水
を
使
っ
て
い
る
自
分

断水に思うこと

穴井　謙次

を
あ
ら
た
め
て
反
省
さ

せ
ら
れ
た
。

　

自
然
災
害
、
人
災
と

何
が
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
今
日
、
ご
く
普
通

に
無
事
日
々
が
過
ご
せ

る
こ
と
へ
の
感
謝
と
共

に
、「
無
駄
を
省
き
、
あ

っ
て
も
贅
沢
に
流
れ
な

い
、
全
て
の
物
を
大
切

に
生
か
し
て
使
う
」
生

活
習
慣
が
身
に
つ
く
よ

う
自
ら
を
戒
め
て
い
る
。

　

あ
る
日
突
然
、
我
が

家
に
パ
ト
カ
ー
が
や
っ
て

き
た
。
え
、
お
巡
り
さ

ん
が
降
り
て
き
て
、
お
届

け
物
で
す
。
警
察
の
広

報
誌
「
み
ち
び
き
」
を

持
っ
て
来
て
く
れ
た
。
パ

ト
カ
ー
で
来
て
す
み
ま
せ

ん
。

　

後
日
、
今
度
は
夜
に

２
人
の
お
巡
り
さ
ん
が

歩
い
て
や
っ
て
き
た
。え
、

何
事
？
。
少
年
相
談
員

の
任
期
が
来
ま
す
の
で

次
期
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。
は
い
、
良
い
で

す
よ
。
で
、
ご
趣
味
を
一

つ
聞
か
せ
て
下
さ
い
。
ま

あ
、
写
真
を
少
々
。
そ
う

で
す
か
、
私
も
写
真
が
趣

味
で
す
よ
。
以
前
、
鑑
識

に
居
ま
し
た
の
で
。
そ
れ

っ
て
趣
味
？
。

　

い
や
い
や
、
そ
れ
か
ら

一
眼
に
は
ま
っ
て
野
鳥
を

撮
っ
て
ま
す
。
あ
～
び
っ

く
り
。

西本　篤史

 ご 趣 味 は

　

町
議
会
は
、
定
例
会
（
３

月
・
６
月
・
９
月
・
12
月
）

と
必
要
が
あ
る
場
合
に
開
か

れ
る
臨
時
会
が
あ
り
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
生

活
に
密
着
し
た
重
要
な
問
題

が
審
議
さ
れ
て
い
ま
す
。
身

近
な
町
政
を
知
る
た
め
、
ま

た
、
議
員
の
活
動
や
町
議
会

の
様
子
を
知
る
た
め
に
も
、

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

【
問
合
せ
先
】

　
議
会
事
務
局

　
☎
（
５
２-

５
８
０
０
）

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

※
い
ず
れ
も
午
前
９
時
か
ら

※
正
式
に
は
３
月
６
日
の
議

　

会
運
営
委
員
会
で
決
定
さ

　

れ
ま
す
の
で
、
ご
確
認
下

　

さ
い
。

◆
議
会
を
傍
聴
さ
れ
る
方
は

傍
聴
規
則
に
よ
り
、
傍
聴
席

に
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
を
持
ち
込
む
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

このメンバーでの編集は今号で終わりです。
２年間大変お世話になりました。

11 日 本会議（初日）

（一般質問）

予算審査特別委員会

経済厚生委員会

総務文教委員会

本会議（最終日）

13 日

15 日
19 日

22 日

3月定例会の日程（予定）

３
月
議
会
は
本
庁
舎
耐
震

工
事
た
め
、
町
商
工
会
館

（
サ
リ
ジ
エ
）
で
行
わ
れ
ま

す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。



地球資源保護のため再生紙を使用しています。

　

平
成
31
年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん
で

新
年
の
お
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

５
月
に
は
新
し
い
元
号
に
変
わ

り
、
ま
た
10
月
に
は
消
費
税
率
が

10
％
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

技
術
が
進
化
し
、
身
の
回
り
が
目

覚
ま
し
く
変
化
し
て
い
く
中
で
、
何

を
守
り
、
何
を
変
え
て
い
く
か
を
し

っ
か
り
見
極
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
委
員
と
な
り
初
め
て
の
「
議

会
だ
よ
り
」
の
編
集
に
関
わ
り
ま
し

た
。

　

本
誌
が
皆
様
方
と
議
会
の
パ
イ
プ

役
と
し
変
わ
ら
ず
ご
愛
読
い
た
だ
け

る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今

年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。（
穴
井
）

　

議
会
広
報
委
員
会

　
　

委 

員 

長　

河
内　

賀
寿

　
　

副
委
員
長　

西
本　

篤
史

　
　

  

委
員 　
　

谷
村　

善
彦

　
　
　

〃　
　
　

國
本　

悦
郎

　
　
　

〃　
　
　

竹
谷　

和
彦

　
　
　

〃　
　
　

穴
井　

謙
次

平成 31 年１月 25 日 第 140 号（１6）たぶせ議会だより

？？？

発
見
！
ク
イ
ズ

　
　
　
　

た
ぶ
せ

発
見
！
ク
イ
ズ　
　
　
　
　

　
　
　
　

た
ぶ
せ

発
見
！
ク
イ
ズ

　
　
　
　

た
ぶ
せ

　

前
号
で
大
変
ご
好
評
い
た
だ
き
ま
し
た
。み
な
さ
ん
、

田
布
施
に
つ
い
て
ど
の
く
ら
い
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

前
回
の
正
解
は

　
　
　
『
国
木
田
独
歩
の
碑
』　
で
し
た
。

　
　

こ
の
石
碑
は
麻
里
府
公
民
館
横
に
あ
り
ま
す
。

「なんだ簡単だ。」と思われて答えを

書かれると思わぬ事実の落とし穴に

引っかかるかもしれません。現物を

見に行かれれば正解の説明文があり

ます。正解がわかった方はぜひ、

ご応募ください。

応 募 方 法
ハガキに①答え②郵便番号・住所・氏名・性別・年齢・
電話番号をご記入のうえご応募ください。
●宛先
　〒742-1592
　　山口県熊毛郡田布施町大字下田布施3440-1
　　田布施町議会事務局　宛
●応募締め切り　平成３１年２月２８日
●Eメールからもご応募できます
　gikaijimukyoku@town.tabuse.yamaguchi.jp
正解の中から抽選で１名様に千円分の図書カードを
お送りします。

？

※お１人様１回限りのご応募とさせていただきます。
　複数ご応募いただいた場合は無効といたします。

このメダルは、田布施町郷土館の
展示物の一つです。さて何でしょう？




